
平成１４年２月８日 

 

各  位 
会 社 名 株 式 会 社 エ フ ア ン ド エ ム 

 （ コ ー ド 番 号  4 7 7 1   Ｎ Ｊ ） 

本  社 大 阪 府 吹 田 市 江 坂 町 1 - 2 3 - 3 8 

代 表 者 名 代 表 取 締 役  森 中 一 郎 

問い合せ先 取締役管理本部長  杉  浦  友  泰 

 T E L  0 6 － 6 3 3 9 － 7 1 7 7 

 

 

 

平成 14 年 3 月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 14 年 3 月期（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）業績予想につきまして、平成 13

年 5 月 17 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

Ⅰ 平成 14 年 3 月期通期業績予想の修正 

（１）連結（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日） 

                                      （単位：百万円）   

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想          （Ａ） 4,407  807  403  

今回修正予想    （Ｂ） 3,698  △117  △127  

増減額          （Ｂ－Ａ） △709  △924  △530  

増減率         （％） △16.1  ―  ―  

＜ご参考＞ 

前期実績（平成 13 年 3 月期） 

3,555  614  294  

 

（２）単独（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日） 

                                      （単位：百万円）   

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想          （Ａ） 4,257  800  400  

今回修正予想    （Ｂ） 3,540  △150  △129  

増減額          （Ｂ－Ａ） △717  △950  △529  

増減率         （％） △16.8  ―  ―  

＜ご参考＞ 

前期実績（平成 13 年 3 月期） 

3,554  656  308  
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Ⅱ 業績修正予想の理由 

（１）連結 

売上高につきましては、アウトソーシング事業での売上が引続き、計画より低調に推移する

ことが予想されることに加え、ＩＳＯ支援事業及びエフアンドエムクラブ事業におきまして、

足元の販売状況を鑑み、当社計画を下回ることが予想されることから、前回予想を 16.1％下回

る 3,698 百万円に修正いたします。 

経常利益及び当期純利益につきましては、売上高予想修正を主因とし、アウトソーシング事

業における新サービス等への研究開発費用等が下期以降も発生するため、経常利益予想を前回

より 924 百万円下回る△117 百万円、当期純利益予想を前回より 530 百万円下回る△127 百万円

に修正いたします。 

（２）単独  

連結と同様の要因により、売上高予想を前回より 16.8％下回る 3,540 百万円、経常利益予想

を前回より 950 百万円下回る△150 百万円、当期純利益予想を前回より 529 百万円下回る△129

百万円にそれぞれ修正いたします。 

 

Ⅲ 当社計画を下回る要因について 

（１）アウトソーシング事業 

  期首より引続き、会員解約数が例年以上に発生しているほか、今後の景気低迷及び生保業界

の再編等の可能性もある中、今期中の大きな回復を見込むことが、難しいと予想されるためで

あります。 

（２）エフアンドエムクラブ事業 

景気悪化による当社顧客層である中小企業の景況感の悪化から、当期第 3 四半期までの累計

（13 年 4 月 1 日～12 月 31 日）の会員企業契約継続率が 75.3％となり、前年同期（12 年 4 月 1

日～12 月 31 日）の 79.5％と比較し 4.2 ポイント低下したことに加え、新サービスメニュー付

加等に対する販売体制の確立が遅れたため当第 3 四半期末（12 月末）の会員企業数は 5,754 社

となり、当中間期（9 月末）より 58 社の減少となりました。当事業は会員企業からの毎月の会

費が主な収入となっており、期中の保有会員数が売上高を上下させることになるため、これら

解約による契約継続率の低下等が主な要因となり、当社計画を達成することが困難であると予

想されるためであります。 

（３）ＩＳＯ支援事業 

当第 3 四半期より開始したＩＳＯ認証取得支援事業につきましては、当第 3 四半期の営業戦

略であるセミナー開催におきまして、セミナー開催状況が当初見込みを下回り、その結果、販

売計画を満たす有効な営業機会を得ることが困難な状況となりました。従いまして、今期中の

販売計画達成が困難であると予想されるためであります。 

 

以 上 
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